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 第５章では、HEW リゾチームの低振動数モードに対する水和効果について議論した。70 個の水和水が結合した低
水和状態の HEW リゾチームにおけるテラヘルツスペクトルの温度変化から、HEW リゾチームに固く結合した水分
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子は、アラニンオリゴマー分子結晶中の水分子と同様に、低振動数モードの非調和性にほとんど影響しないことが分
かった。一方、160 個の水和水が結合した HEW リゾチームでは、低水和状態では観測されなかった非調和な運動が
200 K 以上で励起されることが分かった。THz-TDS で明らかになったタンパク質の低振動数モードに対する水和効
果は、中性子散乱で得られた結果を支持するものであり、THz-TDS がタンパク質の低振動数ダイナミクスを調べる
上で有用な手段であることを実証した。 


















THz-TDS を用いて調べ、水和量が十分であれば、生体関連分子の機能発現に重要とされている 200 K 付近での動力
学転移に対応して、低振動数モードのゆらぎの大きさが温度とともに急激に増大することを見出している。さらに、
THz-TDS によって得られるスペクトルと中性子非弾性散乱スペクトルとの類似性を見出し、THz-TDS がタンパク質
の低振動数ダイナミクスについて中性子散乱と同等の情報を与える可能性が高いことを示している。 
 以上のように、本論文で述べられている生体関連分子の低振動数モードに対する知見は、生体関連分子のダイナミ
クスを理解するための重要な示唆を与えており、生体関連分子の機能発現と低振動数ダイナミクスを明らかにするう
えで有用である。その成果は、応用物理学、特に生体関連分子のダイナミクスに寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。 
